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－ ま え が き － 

 
近年，パーソナルコンピュータや GIS ソフトの高機能化及び低価格化により，比較的容易に自

然環境や社会環境を分析する手段としてＧＩＳを利用することが可能になった。以前は多量の情

報を保存・検索・分析する機能はデータベースソフトや表計算ソフトによって提供されていたが，

取り扱える情報は文字・数値など帳票にされたデータのみであった。これに対して，ＧＩＳは位置

情報や図形情報をも同時に取り扱うことができるシステムとして登場した。 

 GISはフィールド調査や調査結果のとりまとめ・分析に役に立つ機能を多数有している

が，使用する場合いくつかハードルが存在する。そのハードルの１つは GIS ソフトの価格

である。一般に高機能汎用 GIS ソフトは高価格で，個人が学習や試しに購入するという価

格ではない。次のハードルは GISデータの複雑さである。難しい専門用語や数多くのデー

タ形式の存在など，これらのデータを利用するためには多くの知識が必要になり，その難

しさから途中で挫折してしまう可能性がある。 
 ２００５年 SuperMap５シリーズの登場により，第１のハードルは低くなった。特に無

料の『SuperMapViewer5』は数多くの GIS データ形式データをインポートすることが可

能である。また，主題図作成機能やレイヤー管理機能を使って GISデータを分析・加工す

る事が可能で，GIS 学習に最適な GISソフトである。 
SuperMap は日本スーパーマップ株式会社の GIS ソフトであり，スタンドアローンGIS

ソフトとして高機能な Deskpro５と free 版の Viewer５がある。SuperMap シリーズの詳

細情報は以下のアドレスから入手することが可能である。また，free 版の Viewer５は同ホ

ームページ内のダウンロードページから入手可能である。 
日本スーパーマップ株式会社  http://www.supermap-japan.com/ 
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STEP １ SuperMap の基本操作  

 
１．SuperMap 起動と SuperMap 基本用語 
 デスクトップの SuperMap アイコンをダブルクリックしてソフトを

起動すると，SuperMap起動画面が表示される。（SuperMap 起動時『ワ

ークスペースマネージャ』ウィンドウが開くが，使用しないので閉じ

る。） 
 画面は大きく５つの表示エリアに使い分けられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）表示エリアの説明 
ツールバーエリア：ワードやエクセルなどと同じく

各種処理を行うためのツール群（アイコン）が表示さ

れるエリア。表示されているツール群は設定に従って

表示されているため，必要に応じてツール群表示設定

を変更する必要があり，設定が異なっていると必要な

パラメータの入力やアイコンの選択が行いにくい。

SuperMap のツールバー表示を変更したい場合，メニ

ューバー『表示』／『ツールバー』より調整可能であ

る。 
同じデータ処理を指示する方法は数とおり存在する。

メニューバーから操作する方法，オブジェクトからの

出力エリア ワークスペース

ウィンドウ 

凡例ウィンドウ 

解析レポートウィンド

ツールバー

エリア 
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右クリック，ショートカットキーなどがある（ワードやエクセルも同じ）。本講義では直感的に

操作出来る方法を利用する。 
ワークスペースウィンドウ：開かれたデータファイル（SuperMap ではデータソース，デー

タセットという）やデータ表示状況などをツリー形式で表示する領域。 
凡例ウィンドウ：表示されたマップのレイヤー状況（重なり方），オブジェクト（図形）や主

題図の凡例が表示される。 
出力エリア： マップ，属性一覧表，３Ｄビュー，レイアウト等の表示エリア。GIS データ

の表示エリア。 
解析レポートウィンドウ：データの処理（インポートなど）の結果を表示するエリア。処理

終了後，必要に応じ自動的に開く。表示後に閉じて問題はない。 
（２）SuperMap の GISデータ 
データソース：様々な種類のデータセット（ポイント，ライン，ポリゴン，テキスト，TIN，

GRID，ネットワークなど）の集合体である。データソース内には１個以上のデータセットが

存在する。また，GISでは最も重要な情報である座標系の情報が含まれている。GISデータを

利用したい場合，先ずこのデータソースを開く操作を行うこととなる。データソースファイル

は拡張子が SDB と SDD の 2つのファイルから構成されており，SDB は空間データを，SDD 
は属性データを保存している。  
データセット：GISデータそのものである。ArcGIS の shpファイルや MapInfo の tabファ

イルに相当する。データセットは同じタイプのデータから構成されるデータオブジェクトの集

合体で，そのデータセットを包含するデータソースの座標系によりGISデータとして開かれる。

SuperMap には，ポイントデータセット，ラインデータセット，ポリゴンデータセット，TIN デ
ータセット，GRID データセットなど，16 種類のデータタイプが存在している。（詳細はヘル

プ参照）マップを表示する場合の最小単位はこのデータセットになる。 
従来の GISソフトでは，複雑なプロジェクトで扱うデータファイル個数が増加し，扱いにく

くなる問題点があった。この原因の１つがオブジェクト種類ごとにファイルを作成するためで

ある。SuperMap ではこの点を改善するためデータソースという概念を作成し，同じプロジェ

クト，同じ座標系のデータを１個のデータソースにグループ化してデータの操作性を向上させ

ている。 
ワークスペース：現在開いているデータソース，マップ，主題図などユーザーの作業環境を

保存するために使用される。ワークスペースファイルの拡張子は.smw及び.sxwである。 
 
２．データソースのオープンとマップ表示 

GIS データを表示し利用する場合，先ず SuperMap の GIS データファイルであるデータソ

ースを開く操作を行わなければならない。例としてデータソース okinawa50k_ras 内のデータ

セット okinawa_s を表示する方法を示す。 
SuperMap で処理を行いたい場合，対象になるオブジェクトの右クリック操作により，その

オブジェクトに対する処理可能なメニューが開く。 
①ワークスペースウィンドウのデータソースを右クリック。 
②『データソースを開く』クリック。 
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③ファイルの場所（データソースのあるフォルダー）を指定し，データソースを選択する。 
 ここでは okinawa50k_ras を選択する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①～③の操作によりデータソースが開かれるが，この段階ではマップは表示されない。 
ワークスペースウィンドウを展開すると（＋マーククリック），開いたデータソース名が表

示されている。 

 
 ④マップ表示はデータセットごとに行われる。ワークスペースウィンドウのデーターソース

okinawa50k_ras を展開し，データソース

内のデータセット一覧を表示する。データ

ソース展開は okinawa50k_ras をダブル

クリックまたは＋マークをクリックする。

これによりokinawa50k_rasにデータセッ

ト okinawa_s が含まれていることがわか

る。 
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⑥この段階でもマップは表示されない。マップの表示は，データセット okinawa_s をダブ

ルクリックまたは okinawa_s を出力エリアにドラッグすることで行われる。 

 
３．マップ表示の終了 
 マップウィンドウを閉じる場合は，一般的な windowsソフトと同様に画面右上のクローズボ

タンを押すことによって閉じる。この処理中に『マップは変更…‥』というメッセージが表示

されるが，しばらくの間は『いいえ』を押す。この処理によってマップウィンドウは閉じるが，

データソースは開いたままである。データセットを操作

することにより再度マップを表示できる。 
 
データソースを閉じる操作は，データソース（この場

合 map50k_ras）を右クリック，『データソースを閉じる』から

行う。 
 データソースを閉じる操作時，メニュー画面に『データセッ

トの削除』というプロセスが表示される。『データソースを閉じ

る』と似た表現であるが，この操作は GIS データを削除するこ

とになる。windows ではファイルを誤って削除した場合，ゴミ

箱からデータを復活することが可能であるが，データソース内

にあるデータセットを誤って削除すると復活させることが出来

ないので，十分注意すること。 
 
 ここまでの操作でデータソースのオープン，マップ表示，データソースのクローズまでの一
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連の操作を学んだ。ここで，もう一度マップを表示して，以下マップ表示の調整等について学

ぶ。 
 
４．マップ表示の調整 
 マップの表示位置の調整や縮小拡大はツールバーエリアのアイコン（下図）から行う。 
 
 
 
 
 
 
 
（１）マップの表示位置の調整 
 グローブアイコン  よりカーソルをグローブに変更し，マップをドラッグ

することにより表示画面を自由に移動可能。 
 

（２）マップの縮小拡大 
①全体表示  アイコンをクリックするとデータセット全体をマップに表示す

る。 
②表示の拡大縮小  ボタンを使うことによって，拡大縮小を行うこと

が可能である。『ルーペ＋』をマップ上でクリックすると，カーソルの位

置した部分を中心に２倍に拡大。またドラッグにより矩形選択範囲を表示

した場合，選択範囲がマップ表示範囲に拡大表示される。『ルーペ－』も同様に利用可能で，こ

の場合は縮小表示される。『ルーペ？』はマップ上で上方向にドラッグするとマップを拡大，下

方向にドラッグするとマップを縮小する。また，『ルーペ』アイコンを利用しない場合でも，マ

ウスのホイールにより拡大縮小が行える。 
 
（３）マップ縮尺の設定 
 マップ縮尺ツールバーエリアの『マップ設定』部分に表示されている。『マップ設定』バーが

表示されていない場合，メニューバー『表示』／『ツールバー』／『マップ設定』をチェック

する。『マップ設定』の縮尺部分の数値は現在の縮尺となっている。ここに数値を入力すること

によりと縮尺を指定しマップ表示可能。 
 
 
  
 
 
５．位置座標の表示 
 地球上の曲面座標は通常，地理経緯度が用いられている。球体である地球表面を平面である
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マップウィンドウに表示するために，種々の地図投影法が利用されている。GISソフトには各

種地図投影法が用意されており，利用目的や表示範囲などによって選択することが可能である

（詳細は地理情報システム論Ⅱ）。 
このデータソース map50k_ras においてはマップ上の位置情報を緯度経度で管理しており，

カーソル位置の緯度経度が画面下部に表示されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．距離・面積の計測 
 マップ上で距離及び面積を計測する場合，以下のアイコンをクリックし，計測カーソルを利

用して計測する。計測アイコンをクリックすると画面下部に解析レポートウィンドウが開き，

計測結果を表示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 7

STEP ２ ベクトル地図 －ベクトルデータの表示方法－ 

 
GISで扱うデータは大きくベクトルデータとラスターデータに区分される。ベクトルデータ

は市町村範囲や道路など，線分などで構成される図形として定義され，その図形ごとに属性値

としてその図形が有する情報値を保持している。一方，ラスターデータは正方形または長方形

メッシュデータで，１セル（ピクセル）ごとに数値を持ったデータの集合である。スキャナー

で読みとった地図や空中写真画像データはその代表的なものであり，各セルはカラー階調値を

有する。STEP1 で使用した GIS データはラスターデータであった。また，標高グリッドデー

タ（DEM）も標高値を有するラスターデータとして扱われる。 
ベクトルデータは図形を構成する点を地球座標で持っており，面積や距離などの計測が関数

などを使って行うことができる。また，各図形の属性値から主題図の作成や属性検索・空間検索を行

うことができる。ラスターデータは，セル数値の算術処理（画像データ処理）により，必要な情報

を強調したデータを作成することが可能で，衛星画像を使ったリモートセンシングがその代表

的な利用法である。 
STEP2 ではベクトルデータを利用する方法を学ぶ。SuperMap で利用できるベクトルデー

タ（オブジェクト）は，ポイント，ライン，ポリゴン，テキストの４種類が利用可能である。

ここでは，例としてデータソースmap25k_vec 内の各種データセットを表示する方法を示す。 
map25k_vec 内にはポイントオブジェクトデータセットの地名，公共施設，ラインオブジェ

クトデータセットの河川，道路，国道，ポリゴンオブジェクトデータセットの沖縄Ｒ，内水面，

テキストデータセット TextDT が存在する。 
 
１．ポイントデータセットの表示 
 データソース map25k_vec を開き，データセット地名をマップとして開く。（データセット

地名ダブルクリックまたは出力エリアにドラッグ） 
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（１）属性情報の確認  
 選択ツールアイコンをクリックして，カーソルを

選択ツールカーソルに変更する。属性値をを知りた

いオブジェクトをダブルクリックすると属性情報を

表示するウィンドウが開く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ポイントスタイルの変更 
ポイントオブジェクトのスタイルを変更することが可能である。マップ内のオブジェクトス

タイルを変更する場合，凡例ウィンドウ内の地名@map25k_vec（データソース地名のレイヤー

状況表示している）を右クリック，『スタイル設定』を選択する。 
 『シンボルスタイルの選択』設定ウィンドウから，ポ

イントオブジェクトのスタイルを設定する。設定項目は

大きく２項目となる。 
 ①シンボル選択 各種地図記号や図形を利用可能。シ

ンボル一覧から必要シンボルを選択。 
 ②シンボルの設定 カラー，大きさ，回転角を設定。

カラーは▼ボタンよりカラーチャートからの選択または

RGB数値入力。大きさ，回転角は数値入力。 
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 上記データにスタイル変更後，マップ表示が変更される。また，地名オブジェクトの凡例（赤

色ポイント）が『凡例ウィンドウ』に表示されている。 

 
  
凡例ウィンドウ内のレイヤー名称は，【データーセット名称】＠【データソース名称】となっ

ている。 

① 

② 
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２．ラインデータセットの表示 
 データセット道路をマップとして開く。（データセット道路ダブルクリックまたは出力エリア

にドラッグする。） 

 
 
（１）属性情報の確認 （ポイントデータセットと同様） 
 選択ツールアイコンをクリックして，カーソルを選択ツールカーソルに変更する。属性値を

知りたいオブジェクトをダブルクリックすると属性情報を表示するウィンドウが開く。 
 
（２）ラインスタイルの変更 
ラインオブジェクトのスタイルを変

更することが可能である。マップ内のオ

ブジェクトスタイルを変更する場合，凡

例ウィンドウ内の道路@map25k_vec
（データソース道路のレイヤー状況表

示している）を右クリック，スタイル設

定を選択する。 
 『ラインスタイルの選択』ウィンドウ

から，ラインオブジェクトのスタイルを

設定する。設定項目は大きく２項目とな

る。 
 ①ラインスタイル選択 ラインスタ
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イル一覧より各種スタイルを利用可能。 
 ②ラインの設定 色，ラインの太さを入力可能。オプションの色から▼ボタンよりカラーチ

ャートの選択またはRGB 数値入力。太さは幅に数値入力。 
 
３．ポリゴンデータセットの表示 
 データセット沖縄Ｒをマップとして開く。（データセット沖縄Ｒダブルクリックまたは

出力エリアにドラッグ）ポリゴンは多角形の面状図形であり，範囲及び面積を有する。沖

縄Ｒは市町村範囲を表すポリゴンである。 

 
 
（１）属性情報の確認 （ポイントデータセットと同様） 
 選択ツールアイコンをクリックして，カーソルを選択ツールカーソルに変更する。属性値を

知りたいオブジェクトをダブルクリックすると属性情報を表示するウィンドウが開く。 
 フィールド名『SmID』，『SmArea』，『SmPerimeter』は SuperMap の内部属性値で，自動

的に算出付加されている。特に『SmArea』はポリゴン面積，『SmPerimeter』はポリゴン外周

長を表す。 
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（２）ポリゴンスタイルの変更 
ポリゴンオブジェクトのスタイルを変更することが可能である。マップ内のオブジェクトス

タイルを変更する場合，凡例ウィンドウ内の沖縄Ｒ@map25k_vec（データソース沖縄Ｒのレイ

ヤー状況表示している）を右クリック，スタイル設定を選択する。 
 『フィルスタイルの選択』ウィンドウから，ポリゴンオブジェクトのスタイルを設定する。

設定項目は大きく２項目となる。 
 ①フィルスタイル選択 フィルスタイル一覧より各種スタイルを利用可能。フィルスタイル

は図形を塗る場合の模様。 
 ②ポリゴン彩色設定 カラー設定前景色，背景色の設定。フィルスタイルａを選択した場合，

前景色の設定のみが有効になる。また，ｂを選択した場合ポリゴンの塗りつぶしは行われない。

これ以外のフィルスタイルは模様は前景色，各ポリゴン模様の背景は背景色となる。透明設定

はポリゴンの透明化によって背後にある図形が透けて見えるようにする設定である。データ

の重ね合わせ時に有効な手法である。 
③ポリゴン外周のラインはラインスタイルの設定から変更可能。変更方法はラインオブジェ

クトの変更と同様。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

ａ 

ｂ 

② 

③ 
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４．テキストデータセットの表示 
 データセット TextDT をマップとして開く。（データセット TextDT ダブルクリックまたは出

力エリアにドラッグする。） 

 
 
 テキストオブジェクトの変更は（フォント，サイズなど）はオブジェクト編集により行う。 
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STEP ３ レイヤー －マップのレイヤー管理－ 

 
 GISでは空間分析にマップの重ね合わせを利用する。GIS ソフトでは，この機能をレイヤー

管理により実現しており，データの座標系や位置情報を基に自動的に重ね合わせが行われる。 

地形図（ラスター） 

市町村ポリゴン 

道路ライン 

地名ポイント 

その他ＧＩＳデータ 

位置情報  
 
１．ラスターデータの重ね合わせ 
 データソース okinawa25K_ras を開いた後，データソ

ース内のデータセットは，ワークスペースウィンドウのデ

ータソースツリーの展開により，確認することが出来る。

『データソース』の下にデータソース名，さらに複数のデ

ータセットが表示される。各データセットは，データタイ

プを表すアイコンとファイル名より構成される。 
 okinawa25K_ras には，いずれもラスターデータセット

の gino1945_25K（大正沖縄地形図）， oki_LU（土地利用

図）， gino2000_25K （現在沖縄地形図），ginowan1977
（空中写真）， oki_RGBI1 （ランドサット画像）が含まれ

ている。 
 Step1 で学んだようにデータソースを開いただけでは

GIS データ（図形）を表示することは出来ない。表示する

ためには読み込まれたデータセット（ワークスペースウィ

ンドウ中）から適当に１個選択しダブルクリックする。ま

たは出力エリアにデータセットをドラッグする。 
複数のデータセットを重ね合わせてマップに表示する場合は，重ね合わせたいデータセット

（ワークスペースウィンドウ中）を，出力エリアのマップ上にドラッグする。自動的に選択し

た GISデータ（図形）が重ね合わされて表示される。 
【注意】 重ね合わせたいデータセット（ワークスペースウィンドウ中）をダブルクリックし

た場合，別マップウィンドウとして表示され，重ね合わせることができない。 
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２．ラスターデータのレイヤー管理 
 操作例として gino1945_25K ，oki_LU ，
gino2000_25K の３個のデータセットを重ね

合わせて表示する。画像出力操作後，レイヤー

の状態はデスクトップ左下の凡例ウィンドウに

表示される。 
 
 各レイヤーの名称は 
［データセット名］＠［そのデータセットを含むデータソース名］となっており，重なりの順

番は下から上へ gino1945_25K ，oki_LU ，gino2000_25K となり，最上位に位置する 
gino2000_25K が下位の２データセットを覆い隠し，見ることが出来るのは最上位の

gino2000_25K となっている。 

 

（１）レイヤーの表示・非表示 
 凡例ウィンドウの各レイヤーのチェックにより，各データの表示・非表示が選択できる。チ

ェックをはずすと非表示となり，下位のレイヤーが表示されることとなる。 
 例えば gino2000_25K のチェックをはずせば，２番目の oki_LU が表示されることとなる。 
（２）レイヤー順序の変更 
 凡例ウィンドウに表示される各データは，この順でマップに表示されている。この例では，

最下層から上へ gino1945_25K ，oki_LU ，gino2000_25K と重なっている。凡例ウィンドウ

内でドラッグによりレイヤー順序を変更することにより重ね合わせの順序を変更することが出

来る。 
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（３）不要なレイヤーの削除 
 凡例ウィンドウに表示される不要なレイヤーは，そのレイヤー右クリック『現在レイヤーを

削除』より削除可能。レイヤーから削除した場合，マップウィンドウへの表示が取り消される

だけであり，データソースは開かれたままとなっている。 
【注意】表示を取り消す場合，誤ってワークスペースウィンドウ内のデータセットを削除しな

いよう十分注意する。『データセットの削除』は GIS データそのものを削除することになる。

windowsではファイルを誤って削除した場合，ゴミ箱からデータを復活することが可能である

が，データソース内にあるデータセットを誤って削除すると復活させることが出来ないので，

十分注意すること。 
 
（４）レイヤーの半透明化 
 ラスターデータセットでは下位のデータは完全に覆い隠され，重なり合った図間の相互関係

や変化を読みとりたい場合，以前はレイヤーの表示／非表示機能の切り替えで判読する必要が

あった。SuperMap ではラスターデータセットを半透明化する事が可能であるので，図面間の

相互関係や変化を直接読みとることが可能である。 
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 操作例として，gino2000_25K を半透明化し，下位の oki_LU を同時に表示する。 
 ①マップウィンドウ内の地図表示部から右クリック。 
 ②メニューウィンドウから『レイヤーコントロール』クリック。 
 ③レイヤー名から半透明化したいレイヤーを選択。この例では gino2000_25K を選択（左１

クリック）。 
 ④右下の『レイヤー不透明』の項目に数値を入力。『レイヤー不透明』は１００で完全不透明，

０で透明となるので，適当な数値を入力する。今回は５０とした。 
 ⑤設定完了後 OK 
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３．ベクトルデータの重ね合わせ 
 
データソース map25k_vec を開いた後，データソースツリーの展開によりデータセットを確

認すると，ポイントオブジェクトデータセットの地名，公共施設，ラインオブジェクトデータ

セットの河川，道路，国道，ポリゴンオブジェクトデータセットの沖縄Ｒ，内水面，テキスト

データセット TextDT が存在することがわかる。 
 読み込まれたデータセットから適当に１個選択しダブルク

リックし，重ね合わせたいデータセットを出力エリアのマッ

プ上にドラッグする。自動的に選択した GIS データ（図形）

が重ね合わされて表示される。 
マップの表示変更やスタイルの変更は STEP1 及び STEP

２で学んだ方法が利用できる。ツールバーからズームボタン

やグローブを使って拡大・縮小，表示位置調整などを確認す

ること。 
 ①ポリゴンオブジェクト沖縄Ｒをダブルクリック，マッ

プを開く。 
 ②ラインオブジェクト道路をマップへドラッグ。 
 ③ポイントオブジェクト地名をマップへドラッグ。 
 ④テキストオブジェクト TextDT をマップへドラッグ。 

 

① ② 

③ ④ 
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４．ベクトルデータのレイヤー管理 
 GISデータ重ね合わせ状況（レイヤー）は凡例ウィンドウに表示される。各レイヤーの名称

は［データセット名］＠［そのデータセットを含むデータソース名］となっている。 
  
（１）レイヤーの表示・非表示 
 凡例ウインドウの各レイヤーのチェックにより，各データの表示・非表示が選択できる。 
（２）レイヤー順序の変更 
 凡例ウィンドウに表示される各データは，この順

でマップに表示されている。この例では，最下層に

沖縄Ｒ，次に道路，地名と重なり，最上層が TextDT
となっている。凡例ウィンドウ内の各レイヤーをド

ラッグにより順序を変更することが出来る。 
 最上層に沖縄Ｒを移動すると，下位にあるライン

やポイントのレイヤーが隠されてしまう。 
（３）不要なレイヤーの削除 
 凡例ウィンドウに表示される不要なレイヤーは，そのレイヤー右クリック『現在レイヤーを

削除』より削除可能。ワークスペースウィンドウ内のデータセットを削除しないこと。 
 
５．異なるデータソース内のデータセットの重ね合わせ 
 異なるデータソース内のデータセットの重ね合わせる場合，必要なデータソースを開いた上

で，データセットをマップへドラッグする。次に凡例ウィンドウ内のそのレイヤーを適当な順

番にドラッグし移動する。 
下記の例ではワークスペースウィンドウには２個のデータソースが開かれており，凡例ウィ

ンドウには両データセットからのデータセットが挿入されている。（＠以下のレイヤー名称の違

いに注意） 

 
 

下

層

上 
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６．練習 ベクトル地形図を作成 
 データソース map25k_vec 内の各種データセットを重ね合わせて，表示スタイル等を調整し，

地図を作製する。 
 ①データソース map25k_vec を開く。 
 ②データソース内の各ポリゴン・ライン

データセットをマップに開き，レイヤー順

を調整する。 
 ③適当な範囲を拡大表示する。 
 ④TextDT と地名を非表示とする。 

 
 
 
 
 
⑤ポリゴンデータセット沖縄Ｒと内水

面のポリゴンスタイルを変更する。 
（沖縄Ｒ→黄緑，内水面→青） 

 ⑥ラインデータセット道路，国道，河川

のラインスタイルを変更する。 
 （道路→茶，国道→赤＆太，河川→青） 
 ⑦ポイントデータセット公共施設のポ

イントスタイルを変更する。 
 （公共施設→赤＆ポイント） 

 
 

 これ以外にもラスターデータとベクトルデータを重ね合わせた図の作成を練習すること。 



 21

STEP4 ＧＩＳデータのインポートとその利用 

 
１．データ閲覧までの作業 
 現在インターネット上にはｆｒｅｅ版ラスターデータやベクトルデータが多数存在するが，

そのデータ形式は多くの GIS ソフトで利用可能な GeoTIFF 形式や SHP 形式となっている場

合が多い。これらのデータを SuperMapViewer で利用するためには，データインポートを利

用する必要がある。SuperMapViewer でのデータインポート作業概略は以下の通り。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インターネット webサイトからのＤＬ 
  【注意】データの座標系を必ず確認 

座標系等から判断 

新しいデータソース作成

 ①名称設定 
 ②投影・座標系の設定

既存データソースを利用。

データソース開く 

GIS データインポート操作 

データソース内のデータセット 
 （ラスター，ポリゴン，ライン，ポイント） 既存データソー

オーバーレイ・主題図作成・属性検索・空間検索・ＥＴＣ 
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２．ＧＩＳデータダウンロードサイト 
（１）世界海岸線ベクトルデータ（SHPファイル）のダウンロード 
  http://www.ngdc.noaa.gov/mgg/shorelines/gshhs.html 

表示した画面の中央付近 ''Download GSHHS Shapefiles versions 1.3'' をクリック 
（２）統計 GISプラザからのデータダウンロード 
  http://gisplaza.stat.go.jp/GISPlaza/index.html 

地域及びデータ種類をＨＰの指示に従って選択図形データと統計データをダウンロード。 
（３）地球地図日本，データダウンロード 
  http://www1.gsi.go.jp/geowww/globalmap-gsi/download/ 
  日本の地球地図データをここからダウンロードできます。 
（４）50万分の１土地分類基本調査データダウンロード 
  http://tochi.mlit.go.jp/tockok/tochimizu/F1/indexmap.html 
  50万分の１土地分類基本調査画像・GISデータ 
（５）国土のすがた 
  http://tochi.mlit.go.jp/tockok/tochimizu/catalog.html 
  国土交通省土地・水資源局国土調査課，地形分類，地質，土壌図等（土地分類調査） 
（６）ＥＳＲＩ 世界ベクトルデータダウンロード 
  http://arcdata.esri.com/data_downloader/DataDownloader?part=10200 
（７）ランドサット画像の入手 【メリーランド大学】 
  http://glcfapp.umiacs.umd.edu:8080/esdi/index.jsp 

ダウンロードしたランドサット画像は GeoTiff形式という位置情報付き TIFF 画像です。 
（８）国土地理院１／２５０００地形図閲覧サービス 
  http://watchizu.gsi.go.jp/ 
  日本地図から地域を選択し，必要な部分をクリックすると地図が表示され右クリックから 

画像（ｐｎｇ形式）がダウンロード。 
（９）国土画像情報（カラー空中写真）閲覧 
  http://w3land.mlit.go.jp/cgi-bin/WebGIS2/WF_AirTop.cgi?DT=n&IT=p 
  日本全国のカラー空中写真を閲覧，ＤＬ出来ます。 

国土交通省国土計画局総務課国土情報整備室 
（11）オルソ化空中写真ダウンロードシステム 

http://orthophoto.mlit.go.jp/ 
国土交通省国土計画局総務課国土情報整備室 

（12）国土情報ウェブマッピングシステム 
  http://w3land.mlit.go.jp/WebGIS/index.html 

国土交通省国土計画局総務課国土情報整備室 
（10）数値地図(空間データ基盤)の閲覧 
  http://sdf.gsi.go.jp/ 

空間データ基盤１／２５００，１／２５０００ベクトル地図ダウンロード。 
（11）GIS沖縄研究室ＧＩＳデータ 
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  http://wiki.livedoor.jp/gis_okin2/d/%a3%c7%a3%c9%a3%d3%a5%c7%a1%bc%a5%bf 
SuperMap 用ラスターデータＤＬ 
http://wiki.livedoor.jp/gis_okin2/d/%c6%fc%cb%dc%ce%f3%c5%e7%c3%cf%b7%c1%b2%

f2%c0%cf 
日本列島地形解析ラスターデータＤＬ 

 
以上の GIS データＤＬサイトは下記のアドレスからリンクされている。 

http://wiki.livedoor.jp/gis_okin2/d/Bookmarks   
 
３．新しいデータソースの作成 
ＳＭapに新規データを作成（インポート等）する場合，地図投影法（座標系）を設定する必

要がある。グローバルデータやローカルデータには各種地図投影法がある。日本周辺データで

利用されている投影法・座標系は 
緯度経度系：ＪＧＤ２０００，ＷＧＳ８４，ＴＯＫＹＯ DATUM 
平面直角座標系：日本平面直角座標系ＪＧＤ２０００及びTOKYO，ＵＴＭ 

となる。 
①ワークスペースウィンドウ内のデータソースを右クリックから『新期データソース』を選択。 

 
②『新期データソース』ウィンドウから，保存する場所及びデータソースファイル名称を決定

し，投影作成ボタンを押す。（別のデータソースから投影法をコピー可能。） 
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 以後，『座標系設定』ウィンドウが開き，投影・座標系設定画面となる。投影・座標系設定終

了後は上記ウィンドウに戻るので，保存ボタンより新期データソース作成終了となる。 
各種 GISデータの投影法・座標系は変換可能。利用しようとするデータの座乗系がことなる場

合は，一度データインポートしてから座標系変換を行うこととなる。 
 
 
ファーストステップ 非地球座標系，緯度／経度座標系，投影座標系選択 

非地球座標系  ：ＣＡＤデータ等，地球座標とは無関係な基準点を利用したデータ 
         GISデータとして利用されない。 
緯度／経度座標系：ＪＧＤ２０００，ＷＧＳ８４，ＴＯＫＹＯ DATUM等の緯度経度で 

表現された地球座標。 
  投影座標系   ：日本平面直角座標系，ＵＴＭはここから設定。 

 
 いずれかのラジオボタンにチェックを入れる。 
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（１）緯度／経度座標系の設定 
①緯度／経度座標系にチェック 

 ②地球座標系項目が入力可能になるので，選択リストより詳細選択。 

 
 各種ローカル投影法が選択可能であるが，ＪＧＤ２０００，ＷＧＳ８４，ＴＯＫＹＯ の３種

類の利用となる。 
（２）投影座標系日本平面直角座標の設定 
①投影座標系の定義済み座標系に設定後，ボタン次にを押す。 

 
②メインカテゴリから『Japan Coodinate Systems』。 
③サブカテゴリからゾーンナンバーを選択。ＪＧＤ２０００とＴＯＫＹＯの違いは座標系の
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新旧です。詳しくは国土地理院ＨＰ等を参考にしてください。 

  
 
 日本周辺のＵＴＭのゾーンはここサブカテゴリーから設定可能。この設定もＪＧＤ２００

０とＴＯＫＹＯの選択有り。 
（３）ＵＴＭの設定 
①（２）投影座標系日本平面直角座標の設定と同様に，投影座標系の定義済み座標系に設定

後，ボタン次にを押す。 
②メインカテゴリから『UniversalTransversMercator(WGS84)』を選択。UTMには各種ロ

ーカル Datumが存在するが，世界測地系利用の場合は上記設定となる。 
③サブカテゴリからゾーンナンバーを選択。日本周辺は zone５１～５６となる。北半球・南

半球で異なるカテゴリとなるので注意。 
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４．GIS データのインポート 
データソースを新規作成した場合は，自動的にデータソースが開かれた状態になる。また，

既存データソースを利用する場合はデータソースを開く必要がある。 
①データソースをワークスペースウインドウ内で確認後，右クリックより『データセットの

インポート』を選択。 
②データインポートウィンドウより，ファイル追加ボ タン

を押す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ファイル選択ウィンドウが開く。インポートしたいファイルの種類を選択し，対象GISデ

ータファイルを決定する。このとき複数ファイルを選択することが可能である。 
インポート可能な GIS データファイ

ルの種類は次の通り。 
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④対象ファイルを選択後，インポートボタンを押すことによってインポート処理が開始される。 

 
４－１．ＳＨＰファイルのインポート 
投影・座標：緯度・経度系（ＪＧＤ２０００） 
フォルダー『地質図 shp』内，geology.shp，geology.shx，geology.dbf 
 ＳＨＰ形式 GISデータはオブジェクトの種類（ポイント，ライン，ポリゴン等）ごとに作成

されている。ＳMap データと同様な形式のため，最も簡単にインポート可能。（諸設定はデフ

ォルトのままでＯＫ） 

 
 
４－２．MapInfo データのインポート 
 MapInfo 形式 TAB ファイル及び同ソフトインポートエクスポート形式 mif ファイルともイ
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ンポート可能。MapInfoファイル内には投影・座標系情報も含まれているので，データソース

作成時に投影法をコピーする事も可能。 
投影・座標：日本平面直角座標系１５系（ＪＧＤ２０００） 
フォルダー『沖縄道路 tab』内，道路.TAB，道路.MAP，道路.ID，道路.DAT 

Tab 及び mif ファイルは，１ファイルに複数のオブジェクト種類（ポイント，ライン，ポリ

ゴン等）を有するため，インポート処理する場合，以下の点に注意が必要になる。 
Tab 及び mif ファイルのインポート処理では，デフォルトで『複合データセット』と設定さ

れる。『複合データセット』はＳＭａｐではCADオブジェクトとして取り扱われるため，主題

図作成・スタイル設定や各種分析に利用することができない（単なる線画としての扱いになり

背景図としての利用目的となる）。また，

CAD データセットではデータ自体にスタ

イルが与えられている場合にその設定に

従った描画方法となるため，最悪の場合デ

ータが画面で確認できない状態になる。 
 そこで，設定では『単一データセット』

にチェックを入れる。この設定状態の基で

は，Tab及び mifファイル内の複数種オブ

ジェクト（ポイント，ライン，ポリゴン等）

はそれぞれ別のデータセットとしてイン

ポートされる。 
 

 インターネット上の公開データの多

くはＳＨＰ形式であり，Tab及び mifフ
ァイルはあまりないが，GIS沖縄研究室

では各種GISデータの変換ソフトをmif
形式としているため，このインポート方

法を取りあげた。 
 
 
４－３．GeoTiff 形式のインポート 
 GeoTiff形式とは，画像ファイル形式 Tiffに位置情報を付加した形式で，GeoTiff形式ファイ

ルのインポート処理により自動的に位置情報を取得できる。 
投影・座標：ＵＴＭ ゾーン５２Ｎ（WGS84） 
フォルダー『GeoTiff』内，N_52_30_loc.tif 
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 GeoTiff 形式は多くの GIS ソフトで利用可能のため，ランドサット画像の公開等に利用され

ている。 
 
 ４－４．画像ファイルのインポート 
 Smap では画像情報として tiff 形式及び jpg 形式がインポート可能である。これらの画像フ

ァイルに位置情報を格納したファイルが存在すると自動的に位置情報を設定する事ができる。

位置情報を与えるファイルはファイル名が同じで，拡張子が tfwとなっている。 
投影・座標：緯度・経度系（ＪＧＤ２０００） 
フォルダー『tiff_jpg』内，japan_1K.tif（ジオリファレンスファイル japan_1K.tfw） 

Jpn_250m.jpg（ジオリファレンスファイル Jpn_250m.tfw） 
 
４－５．国土地理院空間基盤基礎 
国土地理院空間基盤データとして国土地理院からは多数のデジタル地図データが公開されて

いる。このダウンロードデータに対し，公開空間データ変換ソフト（http://gis-okinawa.cdx.jp）
を利用してデータインポート。 
①国土地理院ＨＰよりデータダウンロード 数値地図（空間データ基盤）閲覧（試験公開）

ＨＰの手順に従い，市町村単位で２５０００データをダウンロードする。 
②データの解凍 ダウンロードデータは圧縮されているので解凍する。解凍後は以下の状態

となる。 

 
③ソフトのダウンロード ソフト map25K_VEC2.exe を上記フォルダー（データと同じフ

ォルダー）にコピーする。パスワード：q7ux83az 
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④変換作業 上記フォルダーにコピーしたプログラムを起動する。処理ファイル名を入力 

この例でしたら， 47201 と入力する。 
⑤mif/mid ファイルの生成  上記の例（47201）で述べますと，以下のファイルが上記フ

ォルダー内に形成されます。 
   47201CM 地名ポイント（属性値に地名を持ちます） 
   47201GK 行政界ライン（MapInfo では赤色ライン） 
   47201DK 道路ライン（MapInfo では黒色ライン，属性値に道路名称） 
   47201KK 河川ライン（MapInfo では水色ライン，属性値に河川名称） 
   47201SK 水際ライン（MapInfo では青色ライン） 
   47201TK 鉄道ライン（MapInfo では黒色太ライン，属性値に鉄道路線名称） 
   47201HM 標高データ（２秒メッシュ標高値，メッシュ） 
   Mグリッド変換により，標高区分ラスターや３Ｄ表示ができます。 
 標高ポイントは 47201HM.txt に出力されます。このファイルは ｘ，ｙ，H というフォ

ーマットになっています。変換終了後，投影・座標：緯度・経度系（ＪＧＤ２０００）でイン

ポート。 
 

 
５．練習  
 
５－１．日本地図ＳＨＰファイルをインポート 
フォルダー『J_map』内，bnda.shp，bndl.shp，bndp.shp，hydroa.shp，hydrol.shp，hydrop.shp，

popa.shp，popp.shp，transl.shp，transp.shp 
投影・座標：緯度・経度系（ＪＧＤ２０００） 
 
５－２．那覇市字界図ＳＨＰファイルをインポート 
フォルダー『J_map』内，h12ka47201.sbp 等 
投影・座標：日本平面直角座標系１５系（ＪＧＤ２０００） 
 
５－３．首里周辺空中写真 tiff 画像のインポート 
フォルダー『首里空中写真』内，C05-77-15-10231021.tif，C05-77-15-10231022.tif，

C05-77-15-10241021.tif，C05-77-15-10241022.tif 
投影・座標：日本平面直角座標系１５系（ＪＧＤ２０００） 
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STEP ５ 主題図の作成（１） 

GISの主題図作成は地図データの属性情報を表現する機能である。複雑な地理情報を様々な

条件で分類し，色分けや図形などで区別することにより，地理情報を視覚的に表現できる。

SuperMap では， 7 種類の主題図を作成できる。 
 主題図作成の基本操作は，データソースを開き，データセットからマップを開く。凡例ウィ

ンドウ内の対象レイヤーを右クリック，『主題図ウィザード』から主題図を作成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．ポリゴンデータセットの主題図 
データセット沖縄Ｒを使って主題図を作成する。ポリゴンデータの沖縄Ｒは属性値フィール

ド名 Name（市町村名）について，市町村名ごとに色分けをする主題図を作成する。 
①主題図作成の手順に従って，『個別値主題図』を選択し，『個別主題図』ウインドウを開く。 

 ②フィールド表現形式を選択する。この部分は，主題図作成する属性値のフィールド項目を

選択する重要な工程である。今回は name（市町村名）を使って市町村名ごとに色分けをする

ため，▼ボタンでフィールド一覧から，name を選択する。 
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 ③カラー選択。色分けに利用するカラーチャートを選択する。カラーチャートは予め用意さ

れており，▼ボタンで適当なカラーチャートを選択する。カラーチャート選定後，個別に彩色

等を変更する事が可能である。 
④フィールド表現形式とカラー選択終了後，『全て追加ボタン』を押す。主題図作成のための

スタイル，フィールド，ラベルの一覧表が表示される。 

 
 
 
 

 
⑤設定終了後，スタイル及びラベル

の変更が可能。スタイルは変更したい

フィールド値のスタイルをダブルク

リックする。ポリゴンオブジェクトス

タイル設定ウィンドウが開くので変

更する。スタイル設定方法はポリゴン

オブジェクトのスタイル設定法と同

様である。 
また，フィールド値のラベルの変更可

能である（ラベル名をダブルクリック

後タイプ入力）。これは凡例ウィンド

ウ内の主題図凡例の表記に連動する。 
 
 
 
 
 

 ⑥完了ボタンにより，主題図設定は終了し，主題図が表示される。凡例ウィンドウのレイヤ

ーを展開し，さらに個別値主題図を展開すると主題図凡例を表示することが可能である。また，

この主題図凡例の各項目をダブルクリックすることで，スタイルの変更が可能である。（ポリゴ
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ンオブジェクトスタイル設定ウィンドウが開く） 

 
 
 凡例ウィンドウ上，レイヤー内の個別値主題図を右クリックより，『主題図の変更』や『主題

図の削除』を選択し，主題図の変更等を行うことが可能である。 
 
２．ラインデータセットの主題図 
データセット道路を使って主題図を作成する。ラインデータの道路は属性値フィールド名

Namae（道路名）について主題図を作成する。 
①個別値主題図を選択。 ②フィールド表現形式を選択。 ③カラー選択。 ④『全て追加

ボタン』を押す。 
 以上，ポリゴンデータセットの手順と同様。ラインデータセットの主題図では，個別にライ

ンスタイルを調整する。 
 ⑤道路以外のオブジェクト（○○ICなど）を主題図から削除する。一覧表から削除データを

選択し，『リストから削除』をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑥リストの各スタイルをダブルクリックするとラインスタイル設定ウィンドウが開く。ライ

ンデータセットのラインスタイル設方法と同様。 
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３．ポイントデータセットの主題図 
データセット公共施設を使って主題図を作成する。ポイントデータの公共施設は属性値フィ

ールド名 Shuri（施設の種類）について主題図を作成する。 
 

①個別値主題図を選択。 ②フィールド表現形式を選択。 ③カラー選択。 ④『全て追加

ボタン』を押す。 
 以上，ポリゴンデータセットの手順と同様。ポイントデータセットの主題図では，個別にラ

インスタイルを調整する。 
 ⑤リストの各スタイルをダブルクリックするとポイントスタイル設定ウィンドウが開く。ポ

イントデータセットのスタイル設方法と同様。今回はシンボルマークを選択する。 
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４．ポイントデータセットのラベル主題図 
データセット地名を使ってラベル主題図を作成する。ポイントデータの公共施設は属性値フ

ィールド名Name（地名）についてラベルを表示する。 
①主題図ウィザードからラベル主題図を選択。ラベル主題図ウィザードが開く。 
②フィールド表現形式を選択。表示角度，リーダー線の設定，オフセット値等のオプション

を設定可能。 
③テキストスタイルボタンによりラベルのフォント，サイズ等を指定可能。 

  
 

  
 
 
 
凡例ウィンドウのラベル主題図を右クリックにより，ラベル主題図の設定を変更可能。 
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STEP ６ 主題図の作成（２） 

GISの主題図作成は地図データの属性情報を表現する機能である。複雑な地理情報を様々な

条件で分類し，色分けや図形などで区別することにより，地理情報を視覚的に表現できる。

SuperMap では， 7 種類の主題

図を作成できる。STEP７では

STEP６で作成した統計表を利用

して，段階区分主題図，連続比例

記号主題図，点密度主題図，統計

グラフ主題図の利用法を学ぶ。 
 主題図作成の基本操作は，デー

タソースを開き，データセットか

らマップを開く。凡例ウィンドウ

内の対象レイヤーを右クリック，

主題図ウィザードから主題図を作成する。 
 
１．段階区分主題図 
 与えられた数値属性に対して，適当な間隔で連続的に段階区分を行い着色する。身近な例と

しては標高値によって彩色した地形図などがある。今回はデータソース統計内のデータソース

okinawa_D の人口から段階区分主題図を作成する。 
 ①データソース統計を開く。②データソース okinawa_D をダブルクリックし，マップを表

示。 
③凡例ウィンドウ内の okinawa_D@統計を右クリック，『主題図作成ウイザード』選択。 

以上，主題図作成開始手順，STEP５参照。 
 ④主題図タイプの選択ウィンドウから『段階区分の主題図』を選択。 
 ⑤『段階区分の主題図』の各パラメータの設定。 

 
  フィールド表現形式：主題図を作成する数値属性フィールドを選択。▼から一覧表より選

択。 
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  カラー設定：彩色に利用するカラーチャートを選択。▼からカラーサンプル一覧より選択。 
  区分／段階数：数値属性の最大値から最小値間を区分する階数を指定する。 
  精度の設定：階級区間を算出する場合の敷居値の有効桁を設定。 

区分／方法：階級区間の算出方法の指定。▼から一覧表より選択。 
等距離区間：等間隔で区間を決定，等級段階区分：各区間に同数のオブジェ 
クトが含まれるように段階を作成。偏差値区分：各区間に含まれるオブジェ 
クトの個数が正規分布するように段階を作成。対数区分：対数をとり区間を 
決定。ユーザー定義区分：区間をユーザー設定。 

 ⑥パラメータの設定後『完了』 

  
等級段階区分                等距離区間 

 ⑦主題図の修正は，凡例ウインドウ中の okinawa_D@統計を展開し○○○○の主題図を右ク

リック，『主題図の変更を選択』。また，主題図のみを削除する場合は『主題図の削除』。 
 
２．連続比例記号主題図 
 ①主題図タイプの選択ウィンドウから『連続比例記号の主題図』を選択。 
 ②『連続比例記号の主題図』の各パラメータの設定。 

  
  フィールド表現形式：主題図を作成する数値属性フィールドを選択。▼から一覧表より選

択。 
  基準値：基準となる数値。デフォルトではフィールド内の最大値。変更可能。 
  値の計算方法：基準値と比較し，オブジェクトサイズを決定する場合，値に平方根や対数

を選択可能。 
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  その他各種スタイルの変更可能。変更方法はオブジェクトスタイル設定方法と同様。 
３．点密度主題図 
 ①主題図タイプの選択ウィンドウから『点密度主題図』を選択。 
②『点密度主題図』の各パラメータの設定。 
 フィールド表現形式：主題図を作成する数値属性フィールドを選択。▼から一覧表選択。 
 ドット代表値：１点当たりの数値 
 ドットスタイル：ポイントオブジェクトスタイル設定と同様 

  
４．統計グラフ主題図 
 ①主題図タイプの選択ウィンドウから『統計グラフ主題図』を選択。 
 ②『統計グラフ主題図』の各パラメータの設定。 
  カラー設定：彩色に利用するカラーチャートを選択。▼からカラーサンプル一覧より選択。 

 
 ③フィールド選択。統計グラフ作成に利用するフィールドを属性フィールド一覧より複数選

択する。必要なフィールド名を右側の一覧より選択，＞ボタンにより左側一覧表に移動。必要

なフィールド数だけこの操作を繰り返す。＜ボタン操作により選択を解除可能。また，左側一

覧表内の各スタイル，ダブルクリックよりスタイル変更可能。変更方法はポリゴンスタイル設

定と同様。 

  
 ④『統計グラフ設定』ボタンよりグラフの種類及び諸パラメータの変更可能。パラメータの

項目はグラフ種類ごとに異なる。詳細はマニュアル参照。 
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統計グラフタイプ：利用するグラフの種類を指定。▼から一覧表より選択。 

  

    
      面積図       段階図      折れ線     ポイント 

    
     棒        ３Ｄ棒       円        ３Ｄ円 

    
     ローズ      ３Ｄローズ    積み上げ棒    ３Ｄ積み上げ棒 

  
 
 

STEP ７ マップの利用 －ワークスペース・画像出力・印刷－ 
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１．ワークスペース 
 レイヤー配置や主題図作成等などのマップ設定を保存することが可能である。下図のような

マップを作成した場合，SuperMap 終了後再び同様のマップを表示するには，多くの設定をや

り直す必要があるが，ワークスペースを保存することによって，再利用が容易になる。 

 
 
主題図作成後，ワークスペースの右クリックより，『ワークスペースに名前を付けて保存』を

選択。保存ワークスペースを選択（SuperMap は別ウィンドウに複数のマップを作成可能であ

るため），このときマップウィンドウの名称変更可能（この例では沖縄地図と変更）。 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ワークスペースのファイル名を決めて保存。拡張子は smw となる。 
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 ワークスペースファイルを読み込む場合は，『ファイル』／『ワークスペースを開く』より，

目的のワークスペースファイルを選択する。ファイルオープン後，ワークスペースウィンドウ

のマップを展開し，マップ名称沖縄地図をダブルクリックする。 

   
 以上の操作によりワークスペースに保存したレイヤー配置や主題図設定が復元する。 
 
２．マップを画像ファイルへ 
 作 成 し た マ ッ プ を 画 像 フ ァ イ ル

(BMP,JPG,PNG 形式）として保存することがで

きる。ホームページ用のデータやワード文書内の

画像データとして利用可能である。  
①『マップ』／『画像ファイルで保存』を選択

し保存処理を行う。ファイル名と画像ファイル形

式を決定後，保存ボタンを押す。 
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 ②出力範囲を選択。現在のマップウィンドウ表示範囲を出力する場合とデータソース等の範

囲全体を出力する場合を選択可能。マップ全体を選択した場合，画面に描画されていないデー

タも出力するため，ファイルサイズが非常に大きくなる場合がある。このような場合，メモリ

ー不足からエラーとなる場合がある。 
 ③出力する画像の DPI をこのウィンドウから設定可能（Ver5.20）。デフォルト２００から数

値を大きくすると高解像度画像となる。３００～４００程度で印刷原稿に利用可能。 
 
 
３．マップ印刷 
 『マップ』／『印刷』より現在のマップウィンドウを印刷する事が出来る。一般の windows
ソフトと同様な処理で，『プリンタの設定』より用紙等の設定変更等が可能である。 
 縮尺や凡例などを合わせて印刷したい場合，レイアウト設定機能を利用することとなるが，

Viewer では使用不能となっている。 
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STEP ８ ポイントオブジェクトの作成 

 
 Free 版 SuperMapViewer5 の制限事項として最大のものは『オブジェクト作成』である。ポ

リゴンや曲線等の複雑な図形を使用する場合はどうしても有償版 SuperMapDeskpro5 をする

必要があるが，ポイント等の位置座標のみの単純な図形では Viewer5 で利用が可能である。ポ

リゴンや曲線等も利用可能ではあるが，その効率を考えると不都合が多い。 
 
１．ポイントオブジェクトの直接作成 
 Smap のデータセットインポート機能を利用して１個のポイントオブジェクトを含むポイン

トデータセットを作成する。（ユーティリティーソフトポイント作成.exe 使用） 
（１）ポイントデータセット作成 
 ①Smapを起動，データソースn_map を開き。ラスターデータセットN_Okinawa を表

示する。 
 ②N_Okinawa の適当な部分を表示させ，マップ画面中央付近の緯度経度（カーソルを移動

させると画面下に表示）をメモ。 
 ③ポイント作成.exe を起動（ダブルクリック）。ファイル名称（例：test）及び②で控えた

位置座標ｘ，ｙをそれぞれ入力。→test.mifと test.mid を作成。 
 ④Smapのインポート機能を使ってデータソース n_map にインポート。TestP というデータ

セットが作成される。 
 ⑤データセット TestP をマップ表示エリアにドラッグ。 
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（２）ポイントオブジェクトの編集 
 ①凡例ウィンドウ内の test@n_map 右クリックから編集可能にチェックを入れる。→ポイ

ントオブジェクトの編集が可能になる。 
 ②選択カーソル変更後，ポイントを選択しドラッグすると任意の位置に移動可能。 
 ③複数のポイントが必要な場合，ポイントを選択後「編集」／「コピー」，さらに「編集」／

「貼り付け」。→ ポイントオブジェクトが複製され，重なった状態になっている。 
④ドラッグすると任意の位置に移動可能。（元のポイントはその位置に残る。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）位置座標直接入力によるポイントオブジェクト編集 
 ①選択カーソル変更後，ポイントを選択しダブルクリック。属性表示ウィンドウから「空間

情報」タグをクリック。 
 ②ポイント位置情報をクリックし，同ウィンドウ内の彩下段Ｘ，Ｙ項目に新しい位置情報を

入力後，ＯＫ。→ポイントオブジェクトが移動。 
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【練習】次の位置情報からポイントオブジェクトを作成する。 

ID x y CTV river point n

3/8 128.210877 26.765765 沖縄県国頭村 与那川 与那橋東150mの支流 1

3/9 128.204789 26.766171 沖縄県国頭村 与那川 国道58号下 1

3/10 128.189075 26.756388 沖縄県国頭村 伊地川 国道58号下 1

3/11 128.191660 26.751939 沖縄県国頭村 宇良川 宇良橋東350m 1

3/13 128.187333 26.752827 沖縄県国頭村 宇良川 国道58号下 1

 
（４）属性情報の作成 
 ①ポイントデータセット（例：testP）を右クリック，『属性』クリック。属性ウィンドウか

ら『属性表の構成』タグ。この設定画面で属性値の設定（新設，削除，修正）。 

  
 ②フィールド追加の場合，フィールド作成 ボタンを押し，追加属性フィールドを設定する。 
 設定項目は，フィールド名称及び変数の型の指定となる。追加するフィールド個数だけ，こ

の操作を繰り返し，設定終了後このウィンドウを閉じる。 

 
 
 ③属性値の入力。ポイントデータセット testP をマップ表示し，選択ツールにより，適当な

ポイントオブジェクトをダブルクリックし，属性表示させた上で，必要なフィールドにデータ

を入力する。 
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２．一覧表からのポイントオブジェクトの生成 
 フィールド項目にポイント位置座標を持つ一覧表形式（エクセル表）からポイントオブジェ

クトを連続生成する。SuperMapではエクセル形式データをインポートすることができないが，

データベース形式（アクセスやディーベース）ファイルをインポート可能である。 
  
（１）エクセルによる前処理（ｐ８～９『３．ＧＰＳデータ（４）ウェイポイントデータファ

イル』及びテキストｐ３０～ｐ３４）参照 
 ①先頭行をフィールド名とし，２行目移行にデータが配列するよう，余分な行や列を削除す

る。セルの修飾や罫線等も初期設定に戻す。 
 ②フィールド（各列）ごと書式設定により，各フィールドの変数型を決定する。（この処理を

行わないとデータが正確に渡せない。） 
 ③フィールド名称を含めてデータ範囲を選択。 
 ④名前を付けてファイル保存，このときファイルの種類を『DBF4（dBASEⅣ）（*.dbf）』と

する。 
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（２）SuperMap にインポート 
 緯度・経度系 JGD2000 に設定されてい

るデータソース（例 n_map）に属性デー

タセットとしてインポートする。 
 ①データソース n_map を開き，右ク

リックから『データセットのインポート』

を選択。 
 ②ファイルの種類を DBF データーベー

スを選択し，作成した dbfファイルを設定，

インポート。 
 ③インポート終了後，属性データセット

が作成される。 
 

  
（３）属性データセットからポイントデータセットへの変換 
 インポートした属性データセット観測場所 Aの位置座標が表記されているフィールド x,y か
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らポイントオブジェクトを作成。 
①データセット／データタイプの変換／属性データをポイントデータセットに変換 を選択。 
②開いたウィンドウ内で，使用する属性データセットの指定，生成したポイントオブジェク

トを格納するデータセット名称。ポイントｘ・ｙ座標が記入されているフィールド名称を設定

し，生成ボタンを押す。 

  
 ③作成されたポイントデータセットをひょうじして，確認。各ポイントの属性値は属性デー

タセット観測場所 A と同様のデータになっている。 

 
（４）アクセスデータ形式のインポート 
 SuperMap では，アクセス形式のデータをインポート可能。従ってアクセスによりエクセル

表をインポート後アクセス形式で保存すれば，SuperMap で直接インポート可能。（１の手順

は不要になる） 
 また，データソースを構成する****.sdbと****.sddファイルの内，sddファイルには属性情

報等が保存されている。この sdd ファイルはアクセス 2000 形式のファイルになっており，こ

のファイルの内容を直接アクセスで利用することが可能である。 
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STEP9 GPS データのインポート 

１．ＧＰＳトラックデータのインポート 
 Geko２０１を例に解説 （その他ＧＰＳでもテキスト形式で緯度経度座標値が出力可能であ

れば利用可能） 
 ＧＰＳデータはフリーソフトGarmap2 
（http://harukaze.sakura.ne.jp/garmap/garmap.html）にて，パソコンに取り込み可能。 
（１）ＧＰＳからパソコンへ 
 ①ＧＰＳを接続ケーブルを使ってパソコンと接

続。 
 ②ＧＰＳをＯＮ。Garmap2の起動。 
 ③Garmap2 の『ＧＰＳからデータダウンロー

ド』ボタン（図参照）をクリック。自動的にデー

タを取り込む。データダウンロード完了後，トラ

ックとウェイポイントが表示される。 
 ④ファイル／エクスポートからトラックとウェ

イポイントをテキスト形式でファイルに保存する。 
（２）トラックデータファイル  
テキスト形式，“，”区切りで，『緯度』，『経度』，『標高』，『トラックナンバー』，『時間』情報

が出力される。 
 ＧＰＳは起動時，位置情報が不正確である場合がある。また，遮蔽物により衛星電波がとぎ

れると位置情報が不正確になる。このようなデータが記録されている場合，テキストエディタ

ーで確認後，その行を削除すると良い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 GPS_line.exe を使ってトラックデータファイルの変換 
①ソフトダウンロード GPS_line.zip ← 起動時パスワード【kij161ea】が必要です。 
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②解凍後，ソフト GPS_line.exe をＧＰＳデータファイル（*.txt）と同じフォルダーに配置す

る。 
③ソフト起動， パスワード入力後，ＧＰＳデータファイル名入力（拡張子 txt は入れる必要

はありません） → 処理終了 
④ ②のフォルダーに，③で入力したファイル名.mif と .mid ファイルを作成する。 
⑤ インポート機能で，mif/midファイルをインポート 
 
（３）SuperMap へのインポート 
①新しいデータソース gps を緯度経度座標系 JGD2000 にて準備。データソース右クリックよ

り，新規データソースを選択。 
②データソース名を入力後，投影作成ボタンをおす。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③投影設定ウィンドウにて投影法を選択する。緯度経度座標系 JGD2000。 
 
 
 
 
 
 
 
 

④データソース準備完了後，データソース gps 右クリックより，データセットのインポートを

選択。インポートウィンドウから変換したファイル＊＊＊．mifを選択しインポート。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤イ ンポート
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後，折れ線データセットとポイントデータセットが作成される。 

 
 
２．ウェイポイントデータファイル 
テキスト形式，“，”区切りで，『ウェイポイントナンバー』，『緯度』，『経度』，『？』，『？』，『？』，

『？』，『標高』情報が出力される。このデータをエクセルに取り込み加工後，SuperMap にイ

ンポート図化する。テキスト形式データを SuperMap で利用する場合，dbf形式ファイルに変

換する必要がある。これはエクセルを利用して変換することが出来る。 
①エクセルへのインポート。データ／外部データの取り込み から 『テキストファイルのイ

ンポート』。変化したウェイポイントを選択する。 
②テキストファイルウィザードを使って，データの読込設定を整える。 

  
③不要な列を取り除き，各列に適当なフィールド名を与える。さらにデータ部分を選択後右ク

リックで，セルの書式設定から

『数値』の設定と有効な少数桁数

を入力する。（id 部分は小数桁数

を０とした。） 
④データ範囲を設定後，ｄｂｆⅣ

形式でデータを保存する。 
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⑤ｄｂｆ形式で保存したデータは SuperMapにインポートすることが可能。トラックインポー

ト時作成したデータソースgpsを開く。

右クリックからデータセットインポ

ートより，作成したBook1.dbf デー

タをインポートする。手順はトラック

インポートと同手順。 
 
⑥ウェイポイントの位置座標よりポ

イントオブジェクトを作成。データセ

ット／データタイプの変換／属性デ

ータをポイントデータに変換。 
 

⑦設定画面から座標を表すフィールド名称等を設定し，生成ボタンをおす。マップ表示しデー

タを確認。 
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STEP10 属性データの結合 

１．属性データの結合 
 １個のベクトルデータは図形と属性のセットから構成されている。GISデータ全体としては

図形オブジェクトと属性データセットがリンクされたイメージを持つ。SuperMap のデータセ

ットには図形情報を含まない，属性情報テーブルだけで構成された属性データセットが存在す

る。（マニュアルでは純属性データセット） 
 図形データセットが有する属性情報をもとに属性データセットの情報を結合することが可

能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）観測結果エクセルファイルのインポート 
 インポート手順は前項までに解説済みであるので，ここでの説明は省略。 

 
 
 図形データセットと属性データセットを結びつけるキーを十分意識してエクセルデータのフ

ィールド名称を与える必要がある。今回の例では属性データセット観測場所 A から生成したポ

イントデータセットpointDT 内のフィールドIDと共通データがエクセル表の先頭列に使用さ

れており，このデータをキーとしてデータを結合することとなる。SuperMapの結合処理では，

キーとして利用するため同じフィールド名称にする必要がある。また，キー以外に同じ名称の

フィールド１ フィールド２ フィールド３ フィールド４

属性データセッ

ト 図形オブジェク

ト 

リンク
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フィールドがある場合はそのフィールドに属性データセットの値が上書きされる。 
（２）属性データの結合 
①データセット／属性テーブルの結合より，『属性テーブルの結合』ウィンドウを開く。 
②ポイントデータセットを追加先に，属性データセットを追加元に設定し，キーとなるフィ

ールド名称を共通フィールドに設定する。 

  
 ③ＯＫボタンにより処理開始。終了後ポイントデータセットをマップ表示，属性情報を確認

する。 
 
２．属性データの結合例２ 
 属性データセットはエクセル表やアクセスデータと同様な構造を有しているので，属性デー

タセットとしてインポートする事が可能である。以下，エクセルデータ表を SuperMap属性デ

ータセットにインポートする手法を示す。 

 
（１）エクセルデータのインポート手順 
 ①エクセルデータ沖縄県市町村別人口変化から市町村名と人口以外の不要なデータを消去す

る。 
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 ②各列にデータ型を設定する。エクセルの操作は列などの範囲を選択後，右クリックよりセ

ル書式設定を使って変更する。今回は市町村名を文字列，人口を整数とした。 

  
 
 ③先頭行にフィールド名を追加する。今回は以下の図のようにフィールド名を決定した。 

 
 ④データを DB4形式で保存する。ファイル形式は保存画面のファイルの種類より選択。今回

は oki_pop.dbfとした。 
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⑤SuperMap へのインポート。沖縄本島の市町村ベクトルデータを含むデータソース統計を

開く。 
⑥データソース統計を右クリック，『データセットのインポート』を選択。『データーインポ

ート』ウィンドウが開く。『ファイルの追加』ボタンを押し，ファイルを開くウィンドウを表示。

ファイルの種類より『DBF データベースファイル(*.dbf)』を選択し，市町村別人口の表 
oki_pop.dbf を開く。 
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⑦データインポート完了後，データソース統計内に属性

データセット oki_pop が作成されている。 
属性データセット oki_pop をダブルクリックすると属性

データセットの一覧表が表示される。エクセルデータから

インポートしたデータ以外に SuperMap内部属性の SmID
及び SmUserIDが付加されている。 

 
属性情報一覧は Viewer では確認できないが，データソースファイルは拡張子が SDB と

SDD の 2つのファイルから構成されており，SDB は空間データを，SDD は属性データを保

存している。 属性情報を保存する SDD形式ファイルは，アクセスファイル形式と同じ構造の

ファイルであるため，データベースソフトのアクセスで直接開き，編集することが可能である。 
 
（２）属性データセットの結合 
データソース統計内にはポリゴンデータソース okinawa_D と属性データセット oki_pop が

作成されている。okinawa_D と oki_pop の属性値を結合するためには，両データセット属性値

に共通のキーとなるフィールド及びフィールドデータが必要になる。今回は市町村名をキーと

して両属性情報を結合する。 
 ①属性値を結合をするための条件を整える。 
 ⅰ）両データベースのキーは完全に一致させる。 
  okinawa_Dの NAME 中のデータは例えば“島尻郡東風平町”となっているが，oki_pop の
NAME では“東風平町”となっている。このような場合属性値の修正が必要になる。 
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 ⅱ）結合のキーが入力されたフィールドの名称を共通にする。okinawa_D のフィールド

NAME と oki_pop のフィールドNAME，両フィールドとも市町村名が入力されている。 

 
②メニューからデータセット／属性テーブルの結合

を選択する。 
『属性テーブルの結合』ウィンドウが開く。 
追加先のデータセットとして，ベクトルデータから

なる okinawa_D を設定し，追加元のデータセットと

しては属性テーブルの oki_pop を選択する。また両デ

ータを結合するためのキーとなる共有フィールドに

NAME を指定する。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 ③処理終了後 okinawa_D の『属性データの表示』より属性テーブルを開くと，結合された

属性値が確認出来る。また，okinawa_D のマップを開き，適当なオブジェクトの属性値を確認

してみること。 
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STEP11 属性検索 

 属性検索機能の利用によって，その検索結果をマップ上で利用することができる。また，属

性値のグループ化や統計計算も可能である。SuperMapViwer では属性一覧を表示できないた

め，これらの結果を確認することができない。属性情報はアクセスで開くことが可能であるが，

そのためには SuperMap で開いたデータソースを閉じる必要がある。そのため今回は，属性情

報のグループ化や統計計算に関する練習は行わない。 
 
（１）ＳＱＬクエリを利用した属性検索 
データセット公共施設に簡単な属性検索を行う。例としてフィールド名「Shurui」が「学校」

となっているデータを属性検索する。 
 ① データセット公共施設をマップ表示する。 
② 公共施設右クリックより『SQLクエリ』を選択。『SQL クエリ』ウィンドウが開く。 

  
 ③ マウスをクエリ条件式入力エリアに移動後クリックし，カーソルを同エリア内に設定す

る。 
④ フィールド名を入力。この作業はフィールド情報一覧の「公共施設．Shurui」をクリッ

クする事で入力可能。フィールド情報は『データセット名称．フィールド名』という形式で表

されている。 
 ⑤ 条件式の入力。④に引き続きキーボードから『=”学校”』と入力する。 
 ⑥ 『OK』より，検索開始。検索結果は属性一覧表示により示される。マップウィンドウに

切り替えると検索されたオブジェクトを確認できる。 
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 『SQL クエリ』ウィンドウにて検索条件を設定時，『クエリ結果を保存』にチェックしデー

タセット名を設定すると，属性検索結果をデータセットとして保存することが可能である。保

存された検索結果を利用してマップ等を作成することが出来る。 

  
 
 （２）ＳＱＬクエリを利用した高度な属性検索 
 データソース統計よりデータソース okin_pop をマップ表示する。okin_pop 右クリックより

『SQLクエリ』を選択，『SQL クエリ』ウィンドウが開く。SQL クエリの入力項目は複雑であ

るが操作概略は以下のとおり。 
 Ａ：入力補助エリア。検索条件等の入力（Ｂエリア）を補助する。フィールド情報，演算子，

常用関数の入力を一覧表より選択可能としている。常用関数については，SuperMap 宇ヘルプ

からマニュアル参照。（フィールド名称 okinawaD．→okin_pop．と読替） 
Ｂ：検索条件及び出力フィールドの入力エリア。フィールド名，クエリ条件，グループ化，

並べ替えに適当な数式及びフィールド名を入力する。検索で最も重要な入力となる。 
Ｃ：検索結果の表示形式を指定する。検索結果の保存（データセット名称入力），属性テーブ

ルへの出力，マップウィンドウへの出力を選択。 
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 実際のＳＱＬクエリは複雑なので，例題を使って解説する。 
 
 
例１．２０００年の人口が１０,０００人以上の市町村を一覧表及びマップに表示する。 
 フィールド名：データセットのフィールドをそのまま利用し出力する場合は ＊ とする（デ

フォルトで＊）。また，一部の利用になる場合はＡエリアのフィールド情報一覧表を利用して

入力（マウスでクリック），複数フィールド使用の場合はの場合は “，”で区切る。フィールド

の名称は（データセット名称）．（フィールド名）となっている。 
 クエリ条件：２０００年人口はフィールド okinawa_D．pop2000 になるので，フィールド

情報から入力。１００００以上は演算子とキーボード入力となる。 
 グループ化は集計計算時，並べ替えは出力時の設定となるため，この検索には利用しない。 
検索結果の出力設定：『属性表にクエリ結果を表示』及び『マップウィンドウに結果を表示』

にチェックを入れる。 
 ＳＱＬクエリ実行後，検索結果テーブルと選択オブジェクトが示されたマップが常時される。 
 
 
 

Ａ

Ｂ

Ｃ
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 『クエリ結果を保存』にチェックすると検索結果をデータセットとして保存することが出来

る。この時保存するデータセット名を入力する。 
 
例２．２０００年の人口が１９９０年に比べ増加した市町村をマップに表示。 
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例３．市をマップに表示。（名称の末が『市』） 
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STEP12 空間検索 

 選択ツールや各種検索方法の利用によって，マップ上のデータセットから空間検索を行い，

その結果を別データセットして保存することが可能である。SuperMapViewer では属性データ

セットの操作が行えない。そのため一部の操作は行えないが，操作の流れを知るためテキスト

内に説明文を残した。 
 
１．選択ツールを利用したオブジェクトの選択 
（１）オブジェクトの単独選択 
 選択ツールによりマップ上のオブジェクトを選択できる。選択された

オブジェクトは色の違いで判別される。また，同オブジェクトのダブル

クリックで属性情報を閲覧できる。 

 
 
（２）オブジェクトの複数選択 
 SHIFT キーを押しながら上述選択ツールを利用すると複数のオブジェクトを選択する事が

可能である。複数オブジェクト選択後右クリックから『属性』選択で，選択複数オブジェクト

の属性一覧表を表示させることができる。 
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２．選択したオブジェクトの保存 
 マップ上でオブジェクト選択（複数可能）後，右クリックから『データセットに保存』選択

で，選択したオブジェクトのみからなるデータセットを作成することが可能である。 
 『データセットに保存』ウインドウの各項目を設定し保存する。特に新規のデータセットと

して保存する場合は新規データセットにチェックし，データセット名を入力する。 
 処理終了後，ワークスペースウィンドウのデータソース統計内に query1 が作成されている。

また，そのデータセットをマップで確認すると，選択したオブジェクトのみであることがわか

る。 

 
 
 
 
 
 マップ上で複数オブジェクト選択後，属性テーブル一覧表を表示させ，右クリックから『属

性テーブルに保存』選択で，選択したオブジェクトの属性テーブルの属性データセットを作成

することが可能である。保存の段階で保存するフィールド指定及びデータセット名称設定がで

きる。また，この状態から『データセットに保存』で上述のデータセットを保存可能である。 
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 属性データセットに保存したデータは Access などのデーターベースファイルとしてエクス

ポートが可能である（詳細は GISⅡ）。属性データセット右クリックより，『データセットのエ

クスポート』を選択。変換形式，保存先などを指定する。簡単な空間分析により抽出したデー

タを他のソフトで利用できる。 

 
 
３．円形選択・ポリゴン選択 
 円形選択ツールによりマップ上のオブジェクトを複数選択でき

る。円形選択ツール選択後，カーソルを選択した円の中心になる

と推定される位置に移動し，マウスでドラッグする。ドラッグ範

囲が円の半径となる。範囲指定後，ダブルクリックまたは右クリックより検索が実行される。

選択されたオブジェクトは色の違いで判別される。 

  
 ポリゴン選択ツールによりマップ上で任意の多角形内に含まれ

るオブジェクトを複数選択できる。ポリゴン選択ツール選択後，

カーソル移動とクリックを繰り返しポリゴン選択範囲を指定する。

範囲指定後，右クリックより検索が実行される。選択されたオブジェクトは色の違いで判別さ

 68

れる。 

  
 選択したオブジェクトを利用する方法は『２．選択したオブジェクトの保存』と同様の方法

が利用できる。 
 
４．ポリゴンからの選択 
 重なり合ったデータセットを

利用してオブジェクトの選択が

可能である。一般には指定したポ

リゴン内に含まれるポイントや

ライン，ポリゴンなどのオブジェ

クトを空間検索する手法である。 
例 と し て デ ー タ ソ ー ス

map25k2_vec 中の地名データ

セットから名護市範囲のポイン

トオブジェクトを空間検索する。 
 
 
 
① map25k2_vec 中の地名，沖縄 R をマップに表示する。 
② 選択ツールで名護市エリアを選択する（ポリゴン選択）。さらにマウス右クリックより，

『選択オブジェクトでマップクリップ』を選択。 
③ 検索設定ウィンドウから，空間検索（マップクリップ）対象になるレイヤーをチェック。

今回は地名＠map25k2_vec をチェック。 
④ 保存先のデータソースの設定。今回はmap25k2_vec のみが開かれているので変更不要。 
⑤ 保存するデータセット名を設定。今回は 名護地名 とした。 
⑥ 『OK』より処理終了。 
⑦ データソースmap25k2_vec内に空間検索結果がデータセット名護地名 として作成され

る。 
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名護地名 をマップ表示により確認する。 
同様の処理をラインデータセットである 地名＠map25k2_vec に対して行った場合は，以下

の通り。 

  
『選択オブジェクトでマップクリップ』操作は次のバファ作成による空間検索に於いても利用

する。 
 
５．バファ作成による空間検索 
データセットの指定したオブジェクトに対し，一定距離の範囲を示すバファを作成すること

が可能である。作成されたバファと『選択オブジェクトでマップクリップ』を併用すると各種

オブジェクトを空間検索可能になる。 
（１）ポイントからのバファ作成 
例としてデータソース map25k2_vec 中のデータセット 地名 から，任意のポイントに対し

バファを作成し，バファ範囲のポイントオブジェクトを空間検索する。 
① 任意の１点を選択し，右クリック，『バファを生成』。 
② バファ半径設定。 
③ 円のスムースネス設定。正多角形の頂点の数値，数値小で多角形となり，数値大で円に

近似できる。 
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 ④ 『OK』より，データセットBuffer が作成されれる。 
 ⑤ バファ選択後，『選択オブジェクトでマップクリップ』から各種オブジェクトを空間検索

可能。また，選択したオブジェクトを利用する方法は『２．選択したオブジェクトの保存』と

同様の方法が利用できる。 
 

  
 
（２）ラインからのバファ作成 

 ラインデータセット国道からオブジェクトを選択し，右クリックから『バファを生成』を選

択。バファ距離等のパラメータを設定後，『OK』より，データセットBuffer が作成されれる。

『（１）ポイントからのバファ作成』と同様に『選択オブジェクトでマップクリップ』を利用可

能であり，さらに 
それら検索オブジェクトの『選択したオブジェクトの保存』ができる。 
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（３）ポリゴンからのバファ作成 

 ポリゴンデータセット内水面からオブジェクトを選択し，右クリックから『バファを生成』

を選択。バファ距離等のパラメータを設定後，『OK』より，データセット Buffer が作成され

れる。 
 

  
 
オブジェクトから作成したバファを利用して，ポイントデータセットやラインデータセット

から空間検索をする練習を試みること。 
 

６．汎用クエリによる空間検索 
 『汎用クエリ』を利用することにより，マップ上で空間検索を行うことが可能である。 
（１）単独のレイヤーからの空間検索  
例として，データセット沖縄Ｒ中の名護領域に隣接したポリゴンを検索する。 

 ① 空間検索を行いたいデータセット沖縄Ｒをマップに表示し，名護を選択。 
 ② メニューから『クエリ』／『汎用クエリ』を選択する。 
 

 72

  
 ③ 検索対象となるレイヤーにチェックする。 
 ④ 空間検索条件を選択する。今回は隣接オブジェクトを検索するため CommonLine 条件

を設定した。 
また，利用可能な検索条件は図中に示すとおりであり，検索条件の概要は以下の通り。 
·CommonPoint：検索オブジェクトと共通するノードを有するオブジェクトを検索。  
·LineCross：検索オブジェクトの辺やラインと交差しているオブジェクトを検索。  
·CommonLine：検索オブジェクトとの間に共通の辺を有するオブジェクトを検索。 
·AreaIntersect：検索オブジェクトが全てまたは一部が検索オブジェクトに含まれるオ

ブジェクトを検索。 
·Containing：検索オブジェクトが完全に含んでいるオブジェクトを検索。 
·CentroidInPolygon：オブジェクトの質量中心（中心点：Centroid Point）が検索オブ

ジェクトの内部に 
位置するポリゴンオブジェクトを検索。 
·Indentical ：検索オブジェクトと完全に同じオブジェクトを検索。 

   上記検索条件以外に下記のものが設定可能であるが，詳細はソフトのヘルプ機能から確

認してほしい。 
CommonPointOrLineCross，EdgeTouchOrAreaIntersect ，AreaIntersectNoEdgeTouch， 
ContainedBy ，ContainedByNoEdgeTouch， ContainingNoEdgeTouch， PointInPolygon 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑤ 『OK』を押すと検索開始。選択されたオブジェクトの属性一覧表が表示される。マップ

ウィンドウを表示することによって検索オブジェクトを確認可能。 
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 選択したオブジェクトを利用する方法は

『２．選択したオブジェクトの保存』と同様の方法が利用できる。 
（２）複数レイヤーからの空間検索  
 複数のレイヤー間での空間分析にも『汎用クエリは』を利用することが出来る。例として沖

縄Ｒと公共施設からなるマップより，名護市内に分布する公共施設オブジェクト（ポイント）

を空間検索する。 
 ① 沖縄Ｒと公共施設よりなるマップを開く。 
 ② 沖縄Ｒよりポリゴンオブジェクトを選択後，『汎用クエリ』に進む。 
 ③ 空間検索対象となる公共施設レイヤーにチェックする。 
④ 空間検索条件にContainingを設定する。 
⑤ 『OK』より検索開始。選択されたオブジェクトの属性一覧表が表示される。マップウィ

ンドウを表示することによって検索オブジェクトを確認可能（選択オブジェクトが別の色で表

示されている）。 

  
『汎用クエリ』に於いては空間検索と同時に属性検索を行うことが可能である。属性検索は設

定ウィンドウ内の属性検索条件に条件式を入力することで可能になる。この機能を利用すると

「名護市内にある学校」の様な空間検索と属性検索を併用した検索を行うことができる。 
 


